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平成２９年第２回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第３号（平成２９年６月１５日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第33号 専決処分の承認を求め

ることについて

（平成２８年度三沢市一般会計

補正予算（第７号））

第２ 議案第34号 平成２９年度三沢市一

般会計補正予算（第１号）

─────────────────

日程第１及び日程第２の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第３ 議案第35号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市水道委員会条例の一部

を改正する条例の制定につい

て）

第４ 議案第36号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市税条例の一部を改正す

る条例の制定について）

第５ 議案第37号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市原子力発電施設等立地

地域における固定資産税の特別

措置に関する条例の一部を改正

する条例の制定について）

第６ 議案第38号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市承認企業立地計画に

従って設置される施設に係る固

定資産税の特別措置に関する条

例の一部を改正する条例の制定

について）

第７ 議案第39号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市復興産業集積区域にお

ける固定資産税の特別措置に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について）

第８ 議案第40号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて）

─────────────────

日程第３から日程第８までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第９ 議案第41号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第９の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論

４．採 決

─────────────────

第10 議案第42号 三沢市農業委員会委員
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の任命につき同意を求めること

について

─────────────────

日程第１０の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論

４．採 決

─────────────────

第11 議員提出議案第１号 国会における

憲法改正議論の推進を求める意

見書の提出について

─────────────────

日程第１１の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第12 基地対策特別委員会中間報告

第13 定住化促進対策特別委員会中間報告

第14 議会改革特別委員会中間報告

第15 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

第16 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

第17 民生常任委員会所管事務調査報告

第18 議員の派遣

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第33号 専決処分の承認を求め

ることについて

（平成２８年度三沢市一般会計

補正予算（第７号））

第２ 議案第34号 平成２９年度三沢市一

般会計補正予算（第１号）

─────────────────

日程第１及び日程第２の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第３ 議案第35号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市水道委員会条例の一部

を改正する条例の制定につい

て）

第４ 議案第36号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市税条例の一部を改正す

る条例の制定について）

第５ 議案第37号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市原子力発電施設等立地

地域における固定資産税の特別

措置に関する条例の一部を改正

する条例の制定について）

第６ 議案第38号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市承認企業立地計画に

従って設置される施設に係る固

定資産税の特別措置に関する条

例の一部を改正する条例の制定

について）

第７ 議案第39号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市復興産業集積区域にお

ける固定資産税の特別措置に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について）

第８ 議案第40号 専決処分の承認を求め

ることについて

（三沢市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて）

─────────────────

日程第３から日程第８までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論
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４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第９ 議案第41号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第９の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論

４．採 決

─────────────────

第10 議案第42号 三沢市農業委員会委員

の任命につき同意を求めること

について

─────────────────

日程第１０の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論

４．採 決

─────────────────

第11 議員提出議案第１号 国会における

憲法改正議論の推進を求める意

見書の提出について

─────────────────

日程第１１の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第12 基地対策特別委員会中間報告

第13 定住化促進対策特別委員会中間報告

第14 議会改革特別委員会中間報告

第15 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

第16 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

第17 民生常任委員会所管事務調査報告

第18 議員の派遣

─────────────────

◎出席議員（１８名）

議長 １番 小比類巻 正 規 君

副議長 １０番 太 田 博 之 君

２番 田 嶋 孝 安 君

３番 佐々木 卓 也 君

４番 下 山 光 義 君

５番 遠 藤 泰 子 君

６番 瀬 崎 雅 弘 君

７番 澤 口 正 義 君

８番 加 澤 明 君

９番 西 村 盛 男 君

１１番 堀 光 雄 君

１２番 春 日 洋 子 君

１３番 小比類巻 雅 彦 君

１４番 舩 見 亮 悦 君

１５番 馬 場 騎 一 君

１６番 山 本 彌 一 君

１７番 堤 喜一郎 君

１８番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）

─────────────────

◎説明のため出席した者（２５名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 米 田 光一郎 君

総 務 部 長 小 泉 富 男 君

政 策 部 長 山 本 剛 志 君

財 務 部 長 伊 藤 徹 也 君

市民生活部長 繫 範 雄 君

福 祉 部 長 田面木 るり子 君

経 済 部 長 山 本 優 君

建 設 部 長 高 橋 常 幸 君

上下水道部長 種 市 浩 君

総 務 部 参 事
佐々木 亮 君

兼 総 務 課 長

政 策 部 参 事
村 井 拓 司 君

兼政策調整課長

財 務 部 参 事
三 浦 剛 君

財 政 課 長

財 務 部 参 事
小比類巻 京 一 君

税 務 課 長
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秘 書 課 長 山 﨑 徹 君

広報広聴課長 小 松 栄 二 君

国保年金課長 髙 橋 次 郎 君

農 政 課 長 蹴 揚 光 昭 君

三沢病院事務局長 別 部 容 寛 君

消 防 長 吉 田 武 雄 君

教 育 委 員 長 宮 野 楠 見 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 山 本 智香子 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

農業委員会事務局長 髙 橋 徳 孝 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 田 島 一 雄 君

次 長 田 辺 正 英 君

庶 務 係 長 中 村 容 三 君

主 査 髙 橋 涼 平 君

主 事 浪 岡 光 平 君
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午前１０時００分 開議

○議長（小比類巻正規君） おはようござい

ます。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 議案第３３号及び

日程第２ 議案第３４号

○議長（小比類巻正規君） 日程第１ 議案

第３３号専決処分の承認を求めることについ

て（平成２８年度三沢市一般会計補正予算

（第７号））及び日程第２ 議案第３４号平

成２９年度三沢市一般会計補正予算（第１

号）の計２件を一括議題といたします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結いたします。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結いたします。

これより、採決します。

議案第３３号及び議案第３４号の２議案

は、委員長報告のとおり決することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第３３号専決処分の承認を求

めることについて（平成２８年度三沢市一般

会計補正予算（第７号））、承認。議案第３

４号平成２９年度三沢市一般会計補正予算

（第１号）、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第３ 議案第３５号から

日程第８ 議案第４０号まで

○議長（小比類巻正規君） 日程第３ 議案

第３５号専決処分の承認を求めることについ

て（三沢市水道委員会条例の一部を改正する

条例の制定について）から日程第８ 議案第

４０号専決処分の承認を求めることについて

（三沢市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の制定について）までの計６件を一括

議題といたします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第３５号から議案第４０号までの６議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第３５号専決処分の承認を求

めることについて（三沢市水道委員会条例の

一部を改正する条例の制定について）、承

認。議案第３６号専決処分の承認を求めるこ

とについて（三沢市税条例の一部を改正する

条例の制定について）、承認。議案第３７号

専決処分の承認を求めることについて（三沢

市原子力発電施設等立地地域における固定資

産税の特別措置に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について）、承認。議案第３８

号専決処分の承認を求めることについて（三

沢市承認企業立地計画に従って設置される施

設に係る固定資産税の特別措置に関する条例

の一部を改正する条例の制定について）、承

認。議案第３９号専決処分の承認を求めるこ

とについて（三沢市復興産業集積区域におけ

る固定資産税の特別措置に関する条例の一部
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を改正する条例の制定について）、承認。議

案第４０号専決処分の承認を求めることにつ

いて（三沢市国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定について）、承認とそれぞ

れ決しました。

─────────────────

◎日程第９ 議案第４１号

○議長（小比類巻正規君） 日程第９ 議案

第４１号人権擁護委員候補者の推薦につき意

見を求めることについてを議題といたしま

す。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） 議案第４１号につい

て御説明申し上げます。

議案第４１号は、人権擁護委員候補者の推

薦につき議会の意見を求めるものでありま

す。

現委員の石原政人氏は、平成２９年９月３

０日をもって任期が満了となることから、引

き続き石原政人氏を人権擁護委員の候補者と

して推薦したく、提案するものであります。

御提案申し上げました石原政人氏は、人

格、識見ともにすぐれた方であり、御本人の

略歴につきましては、議案書に記載しており

ますので、よろしくお願い申し上げます。

以上であります。

○議長（小比類巻正規君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により質疑・討論を省略したいと

思います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、質疑・討論は省略することに決し

ました。

これより、採決します。

議案第４１号は、これに同意することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第４１号人権擁護委員候補者

の推薦につき意見を求めることについては、

これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第１０ 議案第４２号

○議長（小比類巻正規君） 日程第１０ 議

案第４２号三沢市農業委員会委員の任命につ

き同意を求めることについてを議題といたし

ます。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） 議案第４２号につい

て御説明申し上げます。

議案第４２号は、三沢市農業委員会委員の

任命につき議会の同意を求めるものでありま

す。

平成２９年７月１９日をもって、三沢市農

業委員会委員の任期が満了となることから、

議案書に記載しております宮古久光氏外１３

名を委員として任命するため、提案するもの

であります。

御提案申し上げました皆様は、人格、識見

ともにすぐれた方々であり、御本人の略歴に

つきましては、議案書に記載しておりますの

で、よろしくお願い申し上げます。

以上であります。

○議長（小比類巻正規君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議
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にしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により質疑・討論を省略したいと

思います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、質疑・討論は省略することに決し

ました。

これより、採決します。

議案第４２号中、宮古久光氏については、

これに同意することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、宮古久光氏については、これに同

意することに決しました。

次に、門上牧夫氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、門上牧夫氏については、これに同

意することに決しました。

次に、中村均氏については、これに同意す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、中村均氏については、これに同意

することに決しました。

次に、古田武信氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、古田武信氏については、これに同

意することに決しました。

次に、千葉準一氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、千葉準一氏については、これに同

意することに決しました。

次に、浦田秀人氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、浦田秀人氏については、これに同

意することに決しました。

次に、新堂政登氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、新堂政登氏については、これに同

意することに決しました。

次に、月館啓三氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、月館啓三氏については、これに同

意することに決しました。

次に、立崎京子氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、立崎京子氏については、これに同

意することに決しました。

次に、種市廣氏については、これに同意す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認
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めます。

よって、種市廣氏については、これに同意

することに決しました。

次に、佐々木和枝氏については、これに同

意することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、佐々木和枝氏については、これに

同意することに決しました。

次に、中屋敷力雄氏については、これに同

意することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、中屋敷力雄氏については、これに

同意することに決しました。

次に、川嶋敏明氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、川嶋敏明氏については、これに同

意することに決しました。

次に、北澤邦彦氏については、これに同意

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、北澤邦彦氏については、これに同

意することに決しました。

─────────────────

◎日程第１１ 議員提出議案第１号

○議長（小比類巻正規君） 日程第１１ 議

員提出議案第１号国会における憲法改正議論

の推進を求める意見書の提出についてを議題

といたします。

提案理由の説明を願います。

森三郎議員、登壇願います。

○１８番（森 三郎君） 議員提出議案第１

号国会における憲法改正議論の推進を求める

意見書の提出について、その提案理由を説明

申し上げます。

日本国憲法は、昭和２２年５月３日の施行

以来、一度も改正されておらず、この間、我

が国をめぐる諸情勢は劇的な変化を遂げてお

ります。

よって、時代に応じた憲法の改正に向け、

国民への丁寧な説明や幅広い議論の推進を求

める意見書を提出するため、三沢市議会会議

規則第１４条第１項の規定により提案するも

のであります。

なお、詳細については議案書に記載のとお

りであります。議員各位の御賛同のほどよろ

しくお願いいたします。

○議長（小比類巻正規君） 次に、お手元に

配付しております意見書（案）を局長に朗読

させます。

○議会事務局長（田島一雄君） 国会におけ

る憲法改正議論の推進を求める意見書(案)

日本国憲法は、昭和２２年５月３日の施

行以来、約７０年間、一度の改正も行われ

ていない。しかしながら、この間、我が国

をめぐる内外の諸情勢は劇的な変化を遂

げ、家庭、教育、環境などの諸問題や大規

模災害等の緊急事態への対応が求められて

いる。特に我が国を取り巻く外交安全保障

情勢は、憂慮すべき課題が山積している。

このような状況の変化を受け、憲法改正

について国民的議論が巻き起こり、さまざ

まな憲法改正案が、各政党、各報道機関、

民間団体等から提唱されている。

国会においても、平成１９年の国民投票

法の成立を機に憲法審査会が設置され、憲

法改正に向けた制度が整備されるに至っ

た。

また、平成２６年６月１３日には、国民

投票の投票年齢の引き下げなどを内容とす

る改正国民投票法が成立し、これにより、

憲法改正の是非を問う国民投票の実施に向

けた環境が整った。憲法は国の基本法で

あって、その内容については、国会はもと

より、主権者である国民において幅広く議

論されるべきである。
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よって、国におかれては、時代状況の変

化に対応し、時代にふさわしい憲法の改正

について、憲法審査会において憲法改正案

を早期に作成し、国民みずからが判断する

国民投票の実現に向けた国民への丁寧な説

明や幅広い議論を推進するよう強く求める

ものである。

以上、地方自治法第９９条の規定により

意見書を提出する。

平成２９年６月１５日

青森県三沢市議会

内閣総理大臣 安 倍 晋 三 殿

総 務 大 臣 高 市 早 苗 殿

法 務 大 臣 金 田 勝 年 殿

内閣官房長官 菅 義 偉 殿

衆議院議長 大 島 理 森 殿

参議院議長 伊 達 忠 一 殿

以上でございます。

○議長（小比類巻正規君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

次に、質疑を行いますが、通告がありませ

んので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第１号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議員提出議案第１号国会における

憲法改正議論の推進を求める意見書の提出に

ついては、可決と決しました。

─────────────────

◎日程第１２ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１２ 基

地対策特別委員会中間報告を議題といたしま

す。

堀光雄委員長。

○１１番（掘 光雄君） 本委員会において

審査中の事件について、会議規則第４５条第

２項の規定に基づき、中間報告をいたしま

す。

本委員会では、５月２９日に委員会を開催

し、昨年度実施した三沢基地周辺対策に関す

る要望の結果を踏まえ、今年度の対応につい

て協議をいたしました。

協議の結果、前進が見られない項目も多数

あることから、今年度も引き続き活動を継続

することとし、第二滑走路の早期着工や住宅

防音工事に係る制度の是正をはじめ、三沢対

地射爆撃場に係る再編交付金が平成３０年度

をもって終了となることから、平成３１年度

以降は再編関連訓練移転等交付金として交付

されることなど、今年度の要望事項１０項目

を決定したところであります。

また、要望活動については、７月下旬をめ

どに、東北防衛局、防衛省、総務省、県選出

国会議員に対し実施することといたしまし

た。

本委員会としては、決定した要望事項は、

市民の民生安定、福祉向上に欠かすことので

きないものであることから、ぜひとも実現で

きるよう努力してまいりたいと考えておりま

す。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続
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き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第１３ 定住化促進対策特別

委員会中間報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１３ 定

住化促進対策特別委員会中間報告を議題とし

ます。

澤口正義委員長。

○７番（澤口正義君） 本委員会において審

査中の事件について、三沢市議会会議規則第

４５条第２項の規定に基づき、中間報告をい

たします。

本委員会は、去る６月２日に委員会を開催

し、定住化促進に関する案件として、住宅取

得支援事業の前年度実績及び本年度計画につ

いてと、首都圏等におけるＰＲ活動に係る実

績及び計画についての２件を調査・検討いた

しました。

まず、住宅取得支援事業の前年度実績及び

本年度計画については、執行部から、前年度

の実績として、助成金の交付件数が１１４件

あり、そのうち、県外からの移住が２件、県

内からの移住が２０件であったこと。その内

訳としては、六ヶ所村から８件、十和田市か

ら４件、六戸町から３件、おいらせ町から２

件などとなっており、当該事業による市内居

住者の人数は合計で３９９名、うち、県外や

県内からの移住者が６３名であったとの説明

がありました。

この件について、各委員からは、当該事業

について、県外や市外に対し、さらなる周知

を図るべきであるとの意見や、当該事業をさ

らに継続していく検討をするべきではない

か、さらには、今後、子育て支援対策につい

て、もっと強化していくべきではないかなど

の意見が出されました。

次に、首都圏等におけるＰＲ活動に係る実

績及び計画についてでは、執行部から、前年

度の実績として、東京都で開催された移住相

談会のうち、北東北３県の移住相談会へは１

回、青森県の移住相談である青森暮らしまる

ごとセミナーへは２回の出展をしたこと。県

が実施した青森拠点形成調査事業において、

三沢市内の外国人ハウスを活用した移住体験

モニター調査にあわせ、三沢市への移住施策

に係る調査を実施したことについて説明があ

りました。

また、本年度の計画としては、移住交流サ

イトを設置し、情報発信の強化に努めるとと

もに、移住交流体験企画についても検討して

いるとの説明がありました。

各委員からは、首都圏等での移住相談会に

当たっては、職員等の派遣だけではなく、既

に三沢市に移り住んでいる先輩移住者にも移

住相談会等に同行していただき、実際の移住

者の声も聞いてもらったほうがいいのではな

いかとの意見や、三沢市とつながりの深い都

市などにおいて、三沢市独自や三沢市周辺市

町村で連携した移住相談会等の実施について

も検討したほうがいいのではないかとの意見

が出されました。

本委員会では、これまでと同様に、三沢市

における定住化促進に係る各種事業の取り組

み状況や近隣自治体の状況、全国の先進事例

の調査・研究を実施するとともに、今後は、

首都圏等における移住相談会等の活動状況調

査についても検討をし、三沢市の移住・定住

の促進に取り組んでまいりたいと考えており

ます。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、定住化促進対策特別委員会の

中間報告といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。
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この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、定住化促進対策特別委員会につい

ては、引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第１４ 議会改革特別委員会

中間報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１４ 議

会改革特別委員会中間報告を議題といたしま

す。

小比類巻雅彦委員長。

○１３番（小比類巻雅彦君） 本委員会にお

いて審査中の事件について、三沢市議会会議

規則第４５条第２項の規定に基づき、中間報

告をいたします。

本委員会は、４月２１日及び５月１９日

に、それぞれ委員会を開催しました。

４月２１日には、三沢市議会アドバイザー

として委嘱いたしました青森中央学院大学の

佐藤淳准教授から「今、なぜ議会改革が必要

か」を演題に、アドバイザーの専門的な見地

を踏まえ、近隣市町村の議会における取り組

みや先進事例について講演をいただき、講演

終了後には、今後、議会基本条例を策定する

までのスケジュールや討論すべき項目につい

て協議いたしました。

また、５月１９日の委員会では、各会派か

ら三沢市議会のあるべき姿、条例に取り入れ

るべき条項目案を提案していただき、その案

をもとに、三沢市議会基本条例において、ど

のような条項目が必要とされ、盛り込むべき

かを協議いたしました。

本委員会では、今後、先進自治体の議会に

おける議会基本条例の運用状況や課題などを

調査し、三沢市議会基本条例の策定に向け、

鋭意取り組んでまいりたいと考えておりま

す。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、議会改革特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議会改革特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査といたします。

─────────────────

◎日程第１５ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１５ 総

務文教常任委員会所管事務調査報告を議題と

いたします。

佐々木卓也委員長。

○３番（佐々木卓也君） 去る６月２日に開

催いたしました総務文教常任委員会所管事務

調査の内容につきまして御報告申し上げま

す。

今回は、平成２７年度に、夢の実現、社会

を生き抜く力の養成をスローガンに、計画期

間を平成３１年度までの５年間として策定さ

れた三沢市教育振興基本計画の２年を経過し

た中間点としての計画の進捗状況について、

子供の教育施策をソフト事業を中心に調査い

たしました。

最初に、教育長から、計画実現に向けた進

捗状況の総括的概要について、計画の基軸に

命の保障、学力の保障、教育環境整備の保障

の三つを挙げ、児童・生徒の夢の実現につな

がる教育の推進を目指しており、児童・生徒

の安全・安心の確保に取り組むとともに、小

中学校９年間の出口である中学３年生の学力

においては、小学校の基礎・基本力の向上が
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基盤となり、ここ６年間の経緯として、右肩

上がりの傾向で推移し、過去最高の状況にあ

ると分析していることなどの説明がありまし

た。

次に、教育部長からは、計画の体系概要に

ついて、四つの基本的方向性である、社会を

生き抜く力の養成、未来への飛躍を実現する

力の養成、安全・安心な教育環境の構築、市

民の活力と生きがいづくりを踏まえた八つの

教育成果目標のもと、子供たちの夢の実現に

向けて、教育施策を鋭意推進しているとのこ

とでありました。

続いて、執行部から１５の基本施策のう

ち、教育環境の充実・向上については、教育

研修事業実施による教育センター的機能の充

実を図るとともに、学校図書整備事業や学習

支援員配置事業を実施していること。

教職員の資質・能力の向上については、学

校訪問事業による学校教育指導の方針と重点

の周知徹底や指導・助言、各種研修などの実

施、キャリア教育指導体制の整備・充実につ

いては、家庭の教育機能を高めるホームス

クールの開設や夢実現推進事業を実施し、子

供たちの感想からは、仕事への興味・関心の

高まりや夢実現に向けて、今の自分にできる

ことなど、社会的、職業的自立に向けた強い

思いが感じられたこと。

英語によるコミュニケーションの育成につ

いては、三沢市中学生イングリッシュキャン

プなどの実施、異なった文化や習慣を持つ

人々との交流事業については、ＡＬＴ・外国

語指導助手とのゲームを通じて英会話を楽し

むことを目的とした国際交流サロンなどの実

施、いじめ、不登校などへの対応能力強化に

ついては、心の教室相談員や教育相談室、適

応指導教室及びスクールソーシャルワーカー

の各設置事業を実施し、児童・生徒の健全育

成や不登校児童・生徒の学校復帰などが図ら

れていること。

安全・安心で快適な学習環境の確保につい

ては、耳鼻科・歯科検診用器具レンタルや学

校給食におけるアレルギー対策などを実施

し、事故の未然防止に努めていること。

教育費負担軽減などによる学習機会の確保

については、要保護・準要保護学用品等援助

費の交付などを実施していることの説明があ

りました。

学校、家庭、地域コミュニティーの連携強

化については、これまで２年間、校長会、

ワーキンググループと協議を進めてきたコ

ミュニティスクールの導入について、学校運

営協議会制度によらない三沢版コミュニティ

スクールとして、今年度、各小中学校にそれ

ぞれ１名の地域コーディネーターを配置し、

地域住民、ＰＴＡ、文化団体、スポーツ団

体、その他ボランティア等のネットワーク形

成に努めるとともに、教育委員会内に、(仮

称)学校支援協議会を設置し、１名の統括

コーディネーターを配置して、各学校との連

携を図りながら、市全体として、学校を核と

した地域コミュニティーの構築に努めていく

とのことでありました。

各種スポーツ大会参加への支援について

は、各種大会選手派遣費補助や中体連選手出

場費補助を行い、スポーツ活動の推進と環境

の整備については、青少年健全育成スポーツ

大会などを実施していることなどの説明があ

り、今後においても当該計画の推進に全力を

傾注していくとのことでありました。

委員からは、事業を実施したという実績で

はなく、どういう成果が上がったかが重要で

ある。児童・生徒の個性を見抜き、どのよう

に伸ばしてやるかが大切である。一生懸命頑

張っている三沢市の子供たちに夢を持っても

らうために、有名な講師や一流アスリートを

招聘してはどうか。キャリア教育における中

学校の職場体験を重要視してもらいたい。本

計画の推進にさらなる努力を期待する。どん

ないじめも芽が小さいうちきちんと対応する

ことが一番大事である。スポーツによる交流

人口の拡大は、定住化促進においても大切で

あることから、高体連のスポーツ大会におい

て、三沢市も開催地となるよう要請してほし

いなどの意見が出されました。
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今後も当委員会の所管する事務事業につい

て、十分チェックしながら、よりよい市政運

営に資するべく活動し、必要に応じ意見・提

言等をさせていただきたいと考えておりま

す。

以上、総務文教常任委員会所管事務調査報

告といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１６ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１６ 産

業建設常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。

西村盛男委員長。

○９番（西村盛男君） 去る３月２３日に開

催されました産業建設常任委員会の所管事務

調査について、その概要を御報告申し上げま

す。

今回は、上下水道部の所管する事務事業

で、三沢市下水道事業経営戦略策定につい

て、(仮称)三沢市南部配水場整備事業につい

ての２件を調査いたしました。

はじめに、三沢市下水道事業経営戦略策定

についてでありますが、執行部の説明では、

地方公営企業を取り巻く環境が厳しさを増す

中、今後も住民サービスを安定的に提供する

ためには、経営のあり方を絶えず見直しなが

ら経営改革を進めていくことが必要であると

の考えのもと、当市においても国の示すガイ

ドラインに倣い、三沢市下水道事業経営戦略

策定に至ったとのことでありました。

この経営戦略は、平成２９年度から平成３

８年度の１０年間を計画期間とし、収支のバ

ランスはもとより、今後、増収を図るべく下

水道普及率及び水洗化率アップに向けた取り

組みを進めることとしております。

収支計画のうち料金収入については、平成

２９年度が４億８２３万円であるのに対し、

平成３８年度は４億５,７６１万５,０００

円、率にして約１％増を見込むことや、一般

会計からの繰入金については、平成３３年度

の６億４,２０８万８,０００円をピークに、

徐々に減少すると見込んでいるとの説明があ

りました。

委員からは、下水道普及率アップに向けた

取り組み状況についての質問があり、執行部

からは、現在、個別訪問や広報みさわ、マッ

クテレビ等を通じて加入促進を図ってきてい

るが、対象者の高齢化、また、経済的理由等

により時間を要しているとの回答がありまし

た。

また、配管工事の際の無利子融資制度等に

ついても、市民にとって活用しやすい制度と

なるよう検討していただき、増収につなげて

ほしいとの意見も出されました。

次に、(仮称)三沢市南部配水場整備事業に

ついてでありますが、執行部の説明では、三

沢空港東隣にある、築３０年の第３配水場と

四川目霊園西側にある、築４８年の第２配水

場は、施設老朽化による修繕費の増加に加

え、給水人口も減少傾向にあることから、両

配水場を廃止・統合し、(仮称)南部配水場を

整備することにより、施設規模の縮小を図る

とのことでありました。

また、泉町を建設場所として選定した理由

の１点目として、各種集団移転や病院移転に

伴う周辺の宅地化の進行により、市南部地域

の水道水を利用する人口が急激に増加したこ

と。２点目として、三沢空港周辺に比べ、土

地の高さが約１６メートル高くなっており、

配水の際のコストが安価となること。そして

３点目として、三沢空港周辺には米軍基地内

の井戸が複数存在しており、地下水量が減少

していることから、周辺に井戸のない泉町を

選定したとのことでありました。

さらに、施工期間は平成２９年度から平成

３２年度の４カ年とし、事業費は２０億６,
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５９１万９,０００円であるとの説明があり

ました。

委員からは、跡地利用についての質問があ

り、執行部からは、第２配水場は移転対象区

域内に所在するため、防衛省と施設解体、用

地買収について協議中であることや、第３配

水場については、施設の耐用年数が残ってい

るため、当面そのままの形で残す予定である

との回答がありました。

また、市内における水圧の弱い地域の課題

についての質問に対して、執行部からは、特

に千代田町周辺の水圧が弱いため、本事業と

は別に配水管整備等を検討していくとの回答

がありました。

今回の案件は、市民生活の利便性向上のた

めに重要な案件でありますことから、今後も

引き続きその動向を注視し、調査・助言をし

てまいりたいと考えております。

以上で、産業建設常任委員会の所管事務調

査報告とさせていただきます。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１７ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第１７ 民

生常任委員会所管事務調査報告を議題といた

します。

瀬崎雅弘委員長。

○６番（瀬崎雅弘君） 去る５月２６日に開

催いたしました民生常任委員会所管事務調査

の内容について御報告申し上げます。

今回の会議では、福祉部所管の(仮称)こど

も館整備事業について所管事務調査を行いま

した。

(仮称)こども館については、昨年度、実施

設計を終了し、今年度から工事に着手するこ

ととなっていることから、当該施設の概要、

工事期間、運営方法などについて説明を受け

たところであります。

その内容は、(仮称)こども館は、子育て家

族が気軽に集い、自由に遊び、子育てサーク

ル活動、各種相談など必要な支援が受けられ

る総合的な拠点施設として整備を進めている

ものであり、延べ床面積は１,０７５.２７平

方メートルの鉄骨づくりの２階建て、１階に

子供関係事務所や相談室、遊戯室を設け、２

階には、休憩スペース、サークル支援室兼集

会室などを設置することとしております。

今年度から２カ年にわたり建物工事を実施

し、その後、外構工事などを行い、平成３１

年４月の供用開始を目指しているとのことで

ありました。

また、子供の遊び場の運営については直営

とし、非常勤職員の対応とすることや、利用

料は無料、利用できる年齢は原則就学前児童

とすること。さらには、家庭福祉課児童係の

業務を移動し、保育所や認定こども園の入所

申請や各種の相談事業等も行うとの説明があ

りました。

委員からは、遊びのイメージだけが先行し

ているため、子育てのための拠点施設である

ことを広く知らしめることが大切ではない

か。利用者が子供であることから、安全管理

を徹底してほしい。また、市内の利用者を優

先させた方がよい。完成後の名称はどのよう

にするのかなどの意見が出され、執行部から

は、子育てに関する全てをこの施設に集約さ

せることで、利便性が図られることや、安全

管理には万全を期すこと。また、運用につい

ては、今後さらに検討を重ね、名称は公募に

より決定したいとの回答がありました。

今回、当委員会では、(仮称)こども館に関

する調査を行いましたが、今後においても市

民の生活の向上、安心・安全な暮らしの確保

を第一に、必要な調査を行い、意見・提言し

てまいりたいと考えております。

以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

といたします。



― 61 ―

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第１８ 議員の派遣について

○議長（小比類巻正規君） 日程第１８ 議

員の派遣についてを議題といたします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付したとおりです。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び三沢市

議会会議規則第１６０条の規定により、別紙

のとおり議員を派遣することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（小比類巻正規君） 以上で、本定例

会に付議された事件は全て議了いたしまし

た。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（小比類巻正規君） ここで、市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２９年三沢市議

会第２回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶申し上げます。

今定例会は、去る６月５日に開会され、本

日まで１１日間にわたり、平成２８年度三沢

市一般会計補正予算（第７号）及び平成２９

年度三沢市一般会計補正予算（第１号）をは

じめ、行政運営上必要な条例の制定等、１０

の案件について慎重なる御審議を賜り、それ

ぞれ原案どおり御議決、御承認を賜りまし

て、衷心より感謝申し上げます。

御議決賜りました各議案の執行に当たりま

しては、御審議の過程におきまして議員各位

から賜りました御意見、御提言等を十分尊重

し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援、御

協力をお願い申し上げまして、閉会の挨拶と

いたします。

大変ありがとうございました。

─────────────────

○議長（小比類巻正規君） これをもちまし

て、平成２９年三沢市議会第２回定例会を閉

会します。

午前１０時５２分 閉会


